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令和 6年度に事業採択された 7地区の鶴岡地域まちづくり未来事業の 

取組みを紹介します。 

１．加茂地区自治振興会 

加茂で楽しいことをやるという目標の第１弾として、加茂独自の大判焼きを作った。 

イベント等で販売し、若者が地域に出るきっかけや集って楽しめる場を提供した。 

 

２．三瀬地区自治会 

地域ビジョン「三瀬イズム」の柱「みんなでつくる安心のまち三瀬」を軸に事業を行った。 

・パネルディスカッションと意見交換の実施 

・防災ハンドブック作成 

・防災キャンプの実施 

・「おらほのノート」PR 

 

３．第六学区コミュニティネットワーク 

ＳＤＧｓの開発目標とネットワークの事業とを関連させ、地域ビジョンに沿った活動をネット

ワーク全体で取り組み、みんなで支え合う共生のまちを目指した。 

・「はろ～くらぶ」事業 

・SDGｓ開発目標との関連事業 

・フードドライブ事業の準備 

 

４．由良自治会 

恵まれた自然、新鮮で豊富な魚介類、古の歴史・文化などの地域資源を、だれでも・いつでも・

どこからでも情報の発信・受信・交換・共有することができる、‟ゆら”まるごと「インフルエンサ

ー」をキャッチコピーに住民の皆が自分ごととしてまちづくりに参画し『ゆら“未来予想図”』の実
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現を目指した。 

・SNSよろず相談窓口 

・公式 LINE による災害情報提供 

・集いの場の提供 

・美味しい食の提供 

・体調・安否確認ツールの調査 

・サインとQRコード付案内板の設置 

・カレンダーの制作 

・花いっぱい・ごみ拾い活動 

・フリーマーケット・マルシェの開催 

 

５．第三学区コミュニティ協議会 

次世代の第三学区コミニュティ協議会や第三学区町内会を支える人材育成をするために、子育

て世代を含めた賑わいづくりや多世代の交流づくりの各種事業を展開した。 

 それらの事業を企画・運営する中で、第三学区は、歴史遺産・教育財産・最新技術・人財等の宝

庫であることに気づき、自分たちのまち第三学区への誇りを育み、将来の第三学区を支える人材

を育てていく。 

・Free Spirit Rally 開催 

・こども縁日、フリーマーケットの実施 

・冬のレクリエーション大会の実施 

・取組みの動画配信 

 

６．湯田川地区自治振興会 

竹林の管理を委託したい人、管理する人、イベントに参加したい人それぞれのプロジェクト会

員を募った。竹チッパーを導入し、野焼き処理を少なくし、環境を守るとともにチップを肥料と

して活用しコミュニティビジネスに繋げていけないかの試みにチャレンジした。 

 

７．小堅地区自治振興会 

多世代交流施設「小堅ランド」を整備。 

「小堅ランド」のサポーターに多くの人が関わることで持続可能な効果が期待できる。 

・「小堅ランド」にサスティナルームの新設 

・物販スペースの設置。 

https://illust-stock.com/wp-content/uploads/background-nami.png

